予算要求資料
平成29年度9月補正予算　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農山村振興費
	事業名　新世界農業遺産「清流長良川の鮎」情報発信強化事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　農政部里川振興課水産振興室水産係　電話番号：058-272-1111（内2913 ）

　　　　　　　E-mail： c11428@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　補正要求額　　２５，１１１千円（現計予算額：０千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	現　計
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補　正要求額
	25,111
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	25,111

	決定額
	25,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	25,000


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　世界農業遺産「清流長良川の鮎」は平成２７年１２月に認定された後、平成２８年には海外から研修生の受けれ、国際シンポジウム、体感ツアーの開催、恵みの逸品の創設などの取り組みを行った。

平成２９年５月１１日には、国際連合食糧農業機関（ＦＡＯ）の代表者であるジョゼ・グラツィアーノ・ダ・シルバ事務局長が本県を訪れて世界農業遺産「清流長良川の鮎」関連施設を視察された。その際、同事務局長は、世界農業遺産を地域振興に活用する取り組みとして、「清流長良川の恵みの逸品」制度を高く評価された。この評価を受け、県では世界農業遺産「清流長良川の鮎」及び同遺産と流域の特産物や観光などの地域資源との結びつきに関する情報発信を更に強化することとなった。
そこで本事業では、人の生活（地域の産物を含む）、水環境、漁業資源が連環する「長良川システム」をわかりやすく伝える映像コンテンツを作成するとともに、それをダイナミックに映写するための放映システムを整備する。
（２）事業内容
　　○映像コンテンツ制作

・「清流長良川の鮎」を総合的に理解するための映像コンテンツの制作

・映像コンテンツに必要となる既存映像の調達及び新規映像素材（水中映
像、空中映像）の撮影
（３）県負担・補助率の考え方
〇世界農業遺産「清流長良川の鮎」の認定自治体として、当該事業は県が取り組む必要がある。
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	業務委託費
	25,064
	映像素材の撮影、既存映像の調達、映像編集

	報償費
	47
	プロポーザル評価委員会の委員報酬

	合計
	25,111
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　　新たなぎふ農業・農村基本計画の重点施策「里川の振興」（平成２８年３月策定）に係る中核事業である。

（２）事業主体及びその妥当性
　　　世界農業遺産「清流長良川の鮎」の認定自治体として、当該事業は県が取り組む必要があり、また、ＧＩＡＨＳの情報発信拠点に位置付けられ整備が進んでいる「清流長良川あゆパーク」での放映を想定することから、本事業で制作する映像コンテンツは県で実施することが妥当。
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
平成３０年春供用開始の清流長良川あゆパークは、世界農業遺産「清流長良川の鮎」の情報発信拠点に位置付けられており、オープンと同時に観光誘客の目玉として映像コンテンツの展示を行う。




（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	あゆパーク展示室への来場者数
	-
	-
	-
	-
	43,000人
	


○指標を設定することができない場合の理由

	


（平成28年度の取組）

	・清流長良川の鮎ロゴマーク及びGIAHS鮎の日の制定
・GIAHS鮎の日イベント実施（内水面漁業研修センターの開所及び記念講演会を同時開催）

・「清流長良川の鮎」体感ツアーの開催

・世界農業遺産シンポジウムの開催

・ベトナム、タイのトップセールスにてＰＲブースを出展

・海外からの視察対応　等


（平成28年度の成果）

	・初めてのGIAHS鮎の日イベントを実施し、認定地域全体で未来を担う子供に鮎と触れ合う機会を創出
・内水面漁業研修センターを開所し世界農業遺産を国際貢献に活用

・推進協議会構成員、農林水産業プレーヤーズ、流域住民等を対象に世界農業遺産シンポジウムを開催し、「清流長良川の鮎」をＰＲ

・海外からの視察を活用し「清流長良川の鮎」をＰＲ

・各種事業と連携し、県内外に「清流長良川の鮎」をＰＲ


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○


	長良川システムが世界農業遺産に認定されたことで、清流を守り、活かし、伝える活動を農林水産業関係者、地域住民が一体となって推進していく機運が高まり、県が進める「清流の国ぎふ」づくりに寄与する。
さらに、長良川システムの情報発信、観光誘客のための象徴的拠点としての役割を担う。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか




